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AEDが日本に導入され10年という節目の年を迎えた今年、
減らせ突然死実行委員会は、すべての国民が「心臓突然死を減らすことの
重要性」と「AEDを自らが使うことの意義」について再認識することを目
的に発足しました。

今年度の活動は、ホームページやフェイスブック・ツイッターなどを通じ
て情報を発信するとともに、全国各地の取り組みや個々が抱えている問題
・考えなどを共有する場として大いにご活用いただきました。また、ロゴ
やポスターといった共通で利用できるツールの提供に加え、シンポジウム
の開催やメディア（ NHKなど）と連動した取り組みは、多くの反響をい
ただきました。

本実行委員会では、本年度の実績、経験を活かし、心臓突然死を減らすと
いう大きな目標を達成するために、次年度以降も活動を継続していくこと
といたしました。

次年度は、心臓突然死を減らすという目的を達成するため、以下の6つの
目標を掲げ活動していきます。

１．突然心臓が止まってしまった人へ心肺蘇生を実施する割合を4割か

ら5割へ

2．AEDによる電気ショック実施率を4%から5%へ

3．AEDで電気ショックを受けた方の救命率を早期電気ショックの実現

により4割から5割へ

４．学校での心臓突然死をゼロへ

５．学校教育を基盤に、全ての国民が心肺蘇生教育を受けることのでき

る環境の整備

６．スポーツ中の心臓突然死をゼロへ

本実行委員会の活動の趣旨をご理解いただき、皆様のご支援とご協力を賜
りますようお願い申し上げます。

はじめに
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減らせ突然死プロジェクト

【プロジェクトの目的】
心臓突然死に対する認識と予防することの重要性を国民に周知する
とともに、突然の心停止に対して、全ての国民が勇気を持って心肺
蘇生法を実施し、AEDを使用することができるように普及・啓発
を行うことを目的としています。

【事業内容】

1. 心臓突然死の予防法や心肺蘇生・AEDに関わる普及・啓発活動
の推進

全国各地で開催される心肺蘇生・AEDの普及に関連した各種イベントの連携推進

2. メディア、ホームページ等を用いた心肺蘇生・AEDの利用を促
すための広報活動

HPを維持更新し、継続的に情報を発信する。コンテンツの更なる充実を目指す

3. 学校への心肺蘇生教育導入の推進

学校教育に心肺蘇生教育を導入することで、心肺蘇生やAEDの必要な場で確実に適

切な処置が行われるようにし、将来的な救命率の向上につなげる。

4. 学校での心臓突然死ゼロを目指す取り組みの実践
学校教育に心肺蘇生教育を導入することで、心肺蘇生やAEDの必要な場で確実に

適切な処置が行われるようにし、将来的な救命率の向上につなげる。

5. スポーツ中の心臓突然死ゼロを目指す取り組みの実践
アスリートやその関係者への啓発および安全に取り組める環境の整備、スポーツ関

係者またはイベントの主催団体を主導とした、参加者に対する心肺蘇生・AEDの

普及啓発活動の支援

全体概要



平成27年度事業計画

※この他、連動するイベントを広く募集

事務局連絡先 Tell 
Email

: 080－4562－0911
: aed10th_jimukyoku@yahoo.co.jp

4月9日 大阪駅 救９の日 エキデモAED（JR西日本あんしん社会財団）

4月25日 第13回禁煙推進・心肺蘇生法 合同市民公開講座（日本循環器学会）

５月３～５日 多摩「こどもまつり2015」へ出展（国士舘大学ウエルネス・リサーチセンター）

5月9日 三ノ宮駅 救９の日 エキデモAED（JR西日本あんしん社会財団）

5月9日 ハローキティと学ぶ交通安全と応急手当（日本赤十字社）

5月23日 三田駅 救急フェア（JR西日本あんしん社会財団）

5月30日 和歌山駅 救急フェア（JR西日本あんしん社会財団）

6月9日 伊丹駅 救９の日 エキデモAED（JR西日本あんしん社会財団）

6月20日 高槻駅 救急フェア（JR西日本あんしん社会財団）

6月27日 明石駅 救急フェア（JR西日本あんしん社会財団）

7月4日 大阪駅 救急フェア（JR西日本あんしん社会財団）

7月4日 市民公開講座「AEDをもっと身近なものに」（BS朝日）

7月9日 神戸駅 救９の日 エキデモAED（JR西日本あんしん社会財団）

7月11日 尼崎駅 救急フェア（JR西日本あんしん社会財団）

7月31日 市民公開講座「減らせ・突然死」（日本不整脈学会/日本心電学会）

８月中
健康ハートの日フェア/全国一斉PUSH運動
（公益財団法人 日本心臓財団／NPO法人 大阪ライフサポート協会）

8月9日 桂川駅 救９の日 エキデモAED（JR西日本あんしん社会財団）

9月6日 イベント「救急の日2015」に参加（日本救急医療財団）

9月３０日
学校での心肺蘇生教育の普及並びに突然死ゼロを目指した危機管理体制整備の提言
を文部科学省に提出

１１月２日 いのちのリレー大会in京都（JR西日本あんしん社会財団）

通年 副読本の配布（平成27年度８万部を発刊）



●２０１４年７月５日（土） 市民フォーラム AED導入10年目プロジェクト 減らせ突然死～使お
うAED～ 主催：特定非営利活動法人愛知万博記念 災害救急医療研究会

減らせ突然死プロジェクト 活動実績（平成26－27年度）

●２０１４年７月６日（日） 第1回 NEXT GENERATION マッチ
主催：NPO法人 松田直樹メモリアル

●２０１４年９月７日（日） 救急の日２０１４
主催：厚生労働省、消防庁等

●２０１４年７月２７日（日） 心臓突然死 ～AED導入10周年記念シンポジウム～
主催：NPO法人日本不整脈学会、NPO法人日本心電学会



●２０１４年９月７日（日） ＡＥＤをもっと身近なものに
～救命知識の普及と地域におけるドラッグストアの役割～

主催：減らせ突然死プロジェクト

●ＪＲ西日本旅客鉄道 駅構内の液晶画面にて「命の記録ＭＯＶＩＥ］の放映

放映期間 ２０１４年8月29日～9月29日

放映回数 9/11までは、約10分に1回の間隔で放映
※ 9月12日以降は、状況により変更あり

● ２０１５年３月８日（日） AED導入10年目に見えた課題と将来展望
主催：大阪ライフサポート協会



● ２０１５年４月２４～２６日 第13回禁煙推進・心肺蘇生法 合同市民公開講座
主催：日本循環器学会

● ２０１５年７月３１日（金） 市民公開講座「減らせ・突然死」
主催：日本不整脈学会／日本心電学会

●２０１５年９月６日（日） 救急の日２０１５
主催：日本救急医療財団、消防庁、厚生労働省



● 朝日新聞 医療サイト apital に連載

減らせ突然死 ～ＡＥＤ１０年目の想い～

突然の心停止から命を救う「自動体外式除細動器（ＡＥＤ）」が、国内でも一般の人が

扱えるようになって１０年。「減らせ突然死」を合言葉に集まった医師たちが、さらな

る普及を訴えます。 《「減らせ突然死、使おうＡＥＤ」プロジェクト》

2014年

6月24日 ＡＥＤで救える命を自分が救う世の中へ

7月 1 日 《心臓突然死の基礎情報１》どんな人に、どこで、どんな時に発生している？

7月 8 日 《心臓突然死の基礎情報２》心肺蘇生とＡＥＤの効果と実態

7月15日 《心臓突然死の基礎情報３》心臓突然死を予知できるか？

7月22日 学校へのＢＬＳ導入と「ＡＳＵＫＡモデル」

7月29日 学校における心肺蘇生の普及の状況

9月 3 日 9 月 7 日（日）イベントのご案内～「救急の日」に向けて～

9月 9 日 学校への心肺蘇生教育導入の課題と展望

10月21日 アスリートだからこそ知っておきたいＡＥＤ～２０２０年に向けて～

10月28日 スポーツ中の突然死

2015年

1月９日 学校への心肺蘇生教育導入に向けた取り組み～小学校安全教育副読本の発刊～

２月１７日 赤十字の試み 技術の伝達から動機づけの教育へ

３月１７日 ＡＥＤのさらなる普及に向けて ～学生としてできること～

６月２３日 「ＡＥＤをもっと身近なものに」（７月、神奈川）のお知らせ

●YAHOO!JAPANニュース
2014年6月16日 約2割の医師が、AEDの利用について「自信がない」「できない」

●日本経済新聞 夕刊
2014年7月3日 「AED解禁１０年 普及３０万台 活用は途上」（MedPeerとの共同
調査）

●朝日新聞 夕刊
2014年1月9日 ＡＥＤの大切さ、小学生にも 医師ら、副読本５万部作成 「助け合
いの精神学んで」

●朝日小学生新聞
2014年1月18日 AED 『もしも...に備えて使い方を学ぼう』

●ＦＢＳ（福岡放送）
2014年9月9日 NEWS５ちゃん 「AEDから10年」

●チューリップテレビ局
2015年度テレビ放送 「ＡＥＤ啓発キャンペーン ～ＡＥＤで救おう、救える大切な命
～」



●ＮＨＫによる配信

２０１４年

4月22日 ニュースウォッチ９ 「AED 迷わず使う」

4月22日 NEWS WEB 「減らせ突然死」

4月23日 おはよう日本 「使おうAED」

5月7日 ニュースウォッチ９ 「AEDと心臓マッサージはセットで」

5月8日 おはよう日本 「使おうAED 自治体の模索」

5月19日 使おうＡＥＤ１ 「減らせ突然死 使おうAED（１）」

5月27日 ニュースウォッチ９ 「スポーツの現場にAEDを」

6月19日 使おうＡＥＤ２ 「大切な人の命を守るために」

6月19日 使おうＡＥＤ３ 「ＡＥＤと心臓マッサージはセット」

6月19日 使おうＡＥＤ４ 「スポーツの現場にＡＥＤを」

6月20日 ニュースウォッチ９ 「命を救うのは 私たちの勇気」

6月30日 使おうＡＥＤ５ 「減らせ突然死 使おうAED（２）」

6月30日 使おうＡＥＤ６ 「命を救うのは 私たちの”勇気”」

7月6日 NEWS WEB 「松田直樹さんの追悼試合とＡＥＤ講習会」

7月22日 おはよう日本 「ＡＥＤ見えてきた課題」

7月28日 ニュースウォッチ９ 「夜間・休日 いつでもＡＥＤを」

8月7日 使おうＡＥＤ７ 「夜間・休日 いつでもAEDを」

8月29日 使おうＡＥＤ８ 「使おう ＡＥＤ」

8月29日 使おうＡＥＤ９ 「ＡＥＤ 自治体で活用を」

8月29日 使おうＡＥＤ１０ 「ＡＥＤ 見えてきた課題」

8月29日 使おうＡＥＤ１１ 「減らせ 突然死」

9月7日 NEWS WEB 「９月９日は救急の日 ＡＥＤを知って」

11月３日 ニュースウォッチ９ 「救助者が抱える心の負担」

11月３日 プレマップ 「ここに、公共放送 減らせ突然死 使おうAED」

12月16日 ニュースウォッチ９ 「寒さに弱いＡＥＤ 氷点下で命を救うには」

12月19日 おはよう日本 「小学校向け「AED」副読本を無料配布」

２０１５年

４月2７日 おはよう日本 「ＡＥＤ 学校での教育が命を救う」
５月１５日 ニュースウォッチ９ 「ＡＥＤが救った命 その時何が… 」
９月３０日 ひるまえほっと 「ＡＥＤがつなぐ命 」
９月３０日 NHKニュース＆スポーツ「学校での突然死なくそう AED教育の強化提言



● ２０１４年７月１日（火） 朝日新聞 AED啓発特集として全面広告の掲載



● Facebook（4/22OPEN） 平成27年12月25日現在の状況

いいね数：6,212

● Webの閲覧状況（開設から12月25日現在まで）

アクセス数 109,732

ユーザー数 70,035

直帰率 63.23%

新規アクセス率 63.82%



HP：http://aed-project.jp/

Facebook：http://on.fb.me/1kPomK8

ホームページ

http://aed-project.jp/
http://on.fb.me/1kPomK8


動 画
命の記録MOVIE （60秒）×4タイプ

アスリートからのメッセージ動画 （随時追加予定）



HPからダウンロードできる広告ツール
自由にダウンロードして使用できるものとしています。

１年に約１８００人がＡＥＤのボタンを押している。
ＡＥＤは、使えることでＡＥＤになる。

ロゴやバナー

ポスター



HPからダウンロードできるツール
自由にダウンロードして使用できるものとしています。

１年に約１８００人がＡＥＤのボタンを押している。
ＡＥＤは、使えることでＡＥＤになる。

減らし突然死プロジェクトのチラシ と AED設置ガイドライン



小学校安全教育副読本

「命を守る 心肺蘇生・ＡＥＤ」

学校教育導入を条件に26年度は5万部、
27年度は13万部を無料配布！

先生向け解説書



AEDの絵本 「ドキドキくん」

全15ページ



AEDラーニング教材の作成

AEDサスペンスドラマゲーム -

心止村(しんどむら)湯けむり事件簿
ある老舗旅館で倒れたひとりの男。命をかけた事件が幕をあけた。
君は、この緊急事態にどう対処する！？ゲームで解いていく笑撃のストーリー。
アクセスした瞬間、君は事件の主役になる。

http://aed-project.jp/suspence-drama/


